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111.最近の滋賀県下における

発掘調査の紹介

その 2

8.弥生時代の人形土製品を発見

彦根市河瀬馬場町 馬場遺跡

県教'(r~日会、 II，~文化財保必 l協会ではIIlHn57.~p 4月

から、 Eま似 Ib 河瀬.(.!~場AIJにおいて県立if'Ti~制高等学校建

設にw う発州;~，'，jjlf.を災地してきた。当該地は犬上川と

宇竹川のはl3:'rl'央市ISに紘illし、 i'IJU(平野を形成するの

であるが、現n;tl!~即l との比，11)j).~'ま少なく i汚水地~;i て・あ

る。

調査の結袋、 ÆU6の滞納;2~、自然流水路 2 粂、多

数の.fÈ火と多;i(めよ?，~~を検出した。 i持跡iま南東から

北l珂にのびるもの(S 0 1 )、その泌と自然流水路とを

結，i;(S 0 2 )で、 SD 1 11制約 3m、深さ0.2-0.3

問、長さ 55m以 kを測j り、 il'~内より多訟の弥生土器が

出えした.この織のi.l.jIllQからは多数の林穴を検出し柱

穴には柱似の巡存する Lのもある。ょのうち建物とし

てまとまるむのは10似依とみられ、線総I孟I間 Xl問、

2 fUl X 21Hlの bのである.

自然流水路{まれシミ仰の耳[fllljを誠司聞から北京へ流れる

(S011)と、間ftJ也の;1ヒ似を東西にiJltれる (S012)も

¥ ので、 S0111よ:股犬山.¥11rn、燥さ 0.301、長さ37m以

」二あり、 S0 2 がこの SO l1 とつながる。出土.造物~Iま

多古i:の ニl二?~と流木等である 。 S D12は最大幅 7m、深

さ O.3m、t返さ32mj:)J-. を illlJ リ、 ごl:~;i;のlI:l土放は少な

く、大足、到u止木製品の木慌の出土をみる。 ζ の 2条

の I~I 然流水路はM川跡とみられ、これらより東1111j ・ 北

11聞からは建物跡i干の逃械は検出

されない。

出土i立物に li~私生土器、人形

ゴ:裂品、環状石1$:石銭、磁石

等があり、弥生土総I孟畿内日I儀

式から V様式に併行するちのと

思われ、それ以降のi立物の出土

はみない. (滋賀県教育委員会

i与野本樹 ・側滋賀県文化財保護

馬場遺跡人形土製品協会 総絢克己)

9.多種類の形象埴輪が出土

近江八繍市千僧供町 千僧供吉積書草

千{的供，r'itnl，げ1;1、 j!i:i(八l鳩山T'{i'I供lIiJを小心に分布

する。県下において、 ;r<~f'ms に m-I字する占的11刺VI.ml

から f針。lにかけて述総して泣~::.~~された舵ーの前打iU洋で

ある。 r中Fでも{供j共b謎t以滅 .(，j釘i

7方J を j治f内Iめた干花E日I地也，栄誕b版長の糸a~t普 lにニカか、カか、わる T杭1行T担山T と して長仰知nら
1れL てきた。しかし今阿の;if，'，J~f.で、これらがljl にイd也~Á~

族にとどまらず、その.ìJi~HlH怖や古式~f(!.l.~緋 '.Ii!L輸の

あリ方などからヤマト l改怖と'II'H突なかかわりをイ干す地

方~~~族のJft孫であることが'!fl らかとなった。

供養塚山J-jllま íl'~脊の事:ti来、これまで泡!定された円.tft

とは』尽なる帆立只式古川であることが判明した。しか

む後円部には、幅約 4m、長さ 8mをil!lJるはぽ長方形

を呈する逃Uiしを設する比+主的紛な古坑となった。さ

らに悶咲内からは、以li:背ISおよび外拠よリ+王子高した多

屯の.IIlf紛の出土をみた . これらは持泌阿tírJi立総ゃ~~l綴

形調査輸を主体に、家 (8似以1::) ・衣ぷ ."1・人物 -

j同 ・m等の形象地給がセットとして検出された。これ

ら形象地鎗{立、派内でも.iJitllしに対峠する外泌11司よリ

集中的に認められ、こうしたあり)}からいわゆる外区

の存イピが椛祭された.なむ1J:~.!.において 、 外区よリ家

JHJ也給を出土するWIJb鈎lられず住円さ ilる.また造出

しを中心に、はほ"iJ-II'jまにのi'i:rt~Jl !J!: ~?;iが検出された。

よれらの然然は、"十l:や製作技法等から不正j也;mとみな

し得るものである。したがって近江に必ける ~n)M.総生

供養塚の航空織影 (写真媛供 罪事権滋氏)
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穫のl樹始を、これまでの 6世紀前半から 5世紀後築と

して袈付けることが可能となった。 一方、i主巡坊古墳

の周涼内からも古式須惑絡が検出されて、その型式浸

から供養塚の前代の首長崎Iである可能性を強めた。本

JJXでは外部施設は認め られず、供養啄古墳の地給が答
がa
主浜製である点から 、当地方における埴輪生産の容紫導

入期は 5也-紀後楽の供養液造営wlに求められよう。

(側滋賀県文化財・保穏協会 岩崎直也)

10.大規模な複合集落

能登川町神郷字斗 斗西遺跡

斗凶巡跡、は州l奇郡能登川町持誌のめ也先にある。そ

のすぐ隣りには先年調3をされ、"J)Jf3周j称、前方後問初、

大誌の住居跡などを検出調査した中沢逃紛;がある。制

3をは宅地逃成に伴う 事前ll1o~査として 、 1982年 3 月より

行われた。

調査の結来、本i立跡11中沢起i跡と同様、弥生時代後

期から鎌倉時代にかけて、陸続として営まれた大規棋

な住居地域であることが4，11った。それら住居跡は一軒

ごとの規絞も大きく、かなり有力な人々が居住してい

たらしい。それらの建物は時代によって造作が変化し

ている。I!Oち、弥生時代から飛鳥時代にかけては駿穴

式の住居でそれ以降は織立段式となっている。それら

併せて約 200練が検出された。それら建物の単位は、

勿論、各時期によって推移があるが、似jえ(;r古墳時代

中期の住居は 3棟前後を 1グループとして 5単位ぐら

い、つまり 、一時期約15ilifぐらいの村として存在して

いたらしい。また、平安時代の掘立役式の住厨では一

つの家が3械の建物を保持しており 、そうしたまとま

リのある家が5軒発織された。

かように本逃湖、は県下でも有数の大集落であり、先

に述べたすぐ|溌リの中沢遺跡とを併せてみてみるなら

ば縦山を中心とした大きな勢カの本1立地であったかと

みえる。従ゥて、本逃湖、周辺の7J(回下にはなお、同様

の大規絞な巡跡が|眠っている と凝視されよう 。

(滋賀県綾蔵文化財センター松沢修)
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斗西遺跡

11.神崎 ・条里の手がかり

能登川町小川 宮ノ前遺跡

今回の鈎査は、ほ場1g倫 .J.段ti:l，施設建設に伴う事前

調査である。

当遺跡{立、能安川町大三f:小川l.tlHi喜の西北方聞に位til.

し、緒子山北限より悶北に延びる微目当地の先端付近に

立地する。

検出された逃織は、弥生時代中期~後期にかけての

ピγ ト群・問機、平安時代後期の桃 ・同自然流路等で

あった。

弥生時代のピット群については、前的調査でないた

め、その把握は凶絡を緩める。一方、平安時代の織は、

ほぽ神的条笠と一致しており 、条泉純行の時期を知る

手がかリとなろう。また、赤昔日八宮神社隣接地からは

当社本殿と方向をーにする構が検出されている。この

持軍は、条翠11向の織を切って存花し、もし当社開係の

織であるならば、条里総行と当社建立の前後|矧系が解

明される。・

各 t11~ .自然流路からは、多量の遺物が出土しており、

それらはこつに大別される。一つは、弥生中期~古式

土師の一群、今一つは、平安|時代後!91の土師総・黒色

土総 ・ 灰~1l1笥:である。前者の中には 、 河内産庄内式土

総も含まれている{也、個々と3・さ
の遺物に閲しては~I味深い f勺も

ものがある。しかし、遺構 1ど

の性格上、泣物をj習イ立的に

とらえることができず、械

に残念である。また、織文

土総が出土したことで、今

まで予知1らflていなかった同

時代のJ1'l跡存在の可能性が

生まれたよとは、大きな収

穫であったといえよう。

(能登川町教脊委只会

山本一郎) 宮ノ前遺跡、ピッ ト群

12.方形周溝墓を発掘

能主主川町小川 三敷前遺跡

今回の潟査は、は場強備 ・ 河Jl I 改修に伴う司~;.前鈎ft

て・ある.

当遺跡は、総去を川11町中央部を東南から西北に延びる

{抜高地上、大字今と大字:，1サ11を結.，l;ラインのやや小川

苦手リに立地する。そして、当遺跡の北方限界が、この

微街地と考えられる。

検出された泣締は、方形周河岸纂2器、中世の水間区

画(畔と榔)等てaある。

方形問調品裟の 1悲iま、一辺 7-801のプランを持つ
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三数前遺跡 方形周溝墓

もので、問機の深さは約 0.201である。向IJ平されてい

るため、主体苦I~等の検出はできなかった。ただ、 問機

内出土巡物に、縄文時代11免期の遺物が含まれているこ

とが注目された。同i立腕と直接結びつかないとしても、

付近に純文時代の巡鋤:の存在が考えられ、う色の富ノ前

巡ー跡、の調奇からも、その可能性が増々大きくなる。

一方、中世ー水田区闘に関しては、現在:のI也倒とほぼ

ー数するという結果を見た。なに.-):ん、出土遺物が量

的に綴られており、今回検出の水凹区分が、どれ桜さ

かのぼり得るかは不明である。

その他、自然流路幼:からは、弥生末期の受口状ロ織

の裂 ・ 謄製石斧 ・ 石若草加Ij}キ~;が出土している。

(能登川町教育委員会 山本一博)

13.島川城関連の屋敷跡

秦荘町島川 島川遺跡

~査f也{ま 、 i却j来平野を流れる字曽川の西南 500111 付

近に佼出し、 16世紀末期ごろより記録的に孫認されて

いる烏)11城指定地内にあり、さらに長塚古級や大間寺

巡湖、などに近接していて 、当初]古杭l時代から中ili:t.!.tに

かけての逃織の存在が予3まされた。結果:としては、中

ili:l伎の逃織が中心に線認され、古いI時lij)のものはあま

り検出されなかった。掘立住建物 5-6棟、榔4条、

務20-22粂等が確認された。主な泣紛について械犯す

ると 、

(S8- 1) 調25地衛部で検出された，建物で、南北

2fil](4.1501)X東西 4間(8.5801)の規模を有し、南西

側に庇を持ち 、方位はN39.5・Eを示す。この方位l立、

他の建物や建物群の南東にある数粂の行革と換にいわゆ

る愛知郡条m.とほぼ同方{立を示している。

建物跡:は、微潟地である言純益H也の南側に集中してお

リ講を続界にして、住居.11包を形成している絞綴である。

また 、挑む、先にも一部述べたが、建物鮮と方{立を

同じくするものがほとんどである。ただ、その中で 1

つだけ方伎をかなり異にする大溝が走ってる。しかし、

時則的には、建物群や他の織と大室長ないと 古考えている。
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以上、島川減地内にあり 、u寺WJ的にも合致している

所から 、当調査?で機認された治機は、μ111城関連の屋

敷湖、と考えられる。(号民族問教育委員会 林定信)

14.平安末の掘立柱建物等の発掘

愛知川町市市遺跡

Il~和57年10月より、愛知川町・大年;rñにおいて団体営

ほ場慾備事業に伴う発振調疫を笑施した。

制査の結来、4癌立柱建物 H菜、 hiE跡数粂、ゴ二機 1~島

等を検出した。

~J結立柱建物は 5 問(11 . 501)X4 問(9 . 501 )の南北僚

の建物で東11[1]に 2問(4.501)Xll湖(2.5m)の庇状のは

1)出しがつく。柱穴は約 0.301の不終円形で、柱伎は

0.1501と小さい。建物の方位は磁北より約 9J支*へ振

る。土1演は ζの建物内よリ検出され、東西 0.801、南

北0.6mの平而桁阿形を皐し、深さは0.2mて'底部丸昧

をおびる。土機内からは土mli昔話のノi、mが15点出土し完

]f~品が多い。

部主は建物を取り聞む状態にあリ、それを中心に数条

の械が北 ・繭へのびる。 l協は0.501、深さ0.201の素繊

リで断簡U字形を呈する。十世i内からは 、 ~色土総A類 、

土例i苦iF小皿、灰稿11陶然片等が出土した。 ζの対与はおそ

らく雨洛ち構かと思われる。 j立物は12也知i頃に比定さ

れよう。

今回のZ間流で検出した巡総は賛綿色粘't'i土j替の地山

を切り込み立地しており 、これより西側は砂利用とる

り泣椛は検出されず、i事跡{ま繭 ・策 ・北側へ拡がる.

当該地の*約 0.51\m には奈良時代前~~J頃tìlJ建の型J'々

g縫寺があり 、北約 0.5kmには古Iftl時代後期からつづ

くtkll:la主建物を中心とする矢守巡ー跡がそれぞれ位置tす

る。ニのことから、ニれら 3迂i:跡I:t.f.立也 、 時代的に~I;

'ffi-に意義深いものがあると思われ、その相関関係を究

明することにより 、愛知郡の古代史を明らかにするこ

とも可能かと考えら九る。(滋賀県教育委員会 お野

泰樹 ・(l1:J)滋賀県文化財保綴協会 徳斜克己)

市遺跡



15.瓦積み基壇をもっ白鳳寺院

司書生町E吉井 富弁廃寺跡

iili生ll1hill生町'，;s)Fに所伐する官:JH話キE療の発仮調査

{止、その.1M伐を~，;認するため昭和55~皮より行ってい

たらめで、これまでに似をほぼ!'~~tにし、およそ1.5

町(l62m)問}jの午械を持つニとが判明し た.本年度

は本 !j'院跡の伽厳配tr， を舵認すべ〈、 ~j: l袋内の神社地、

畑地等を ~l~i，凋1f.した.その結娘、 1Jt:jヶ所で建物跡を

縦認した.まず 、字削tの以内rl'側i紙!I二の溺よリ xiのi立

ili て'm~ と n される 42尺(l2 . 675 m )lIq方の石絞みJ~~l立

を持つu!物納:を餓認した。その Jj~h"t_ヒには官!ljfJ:、四ヲミ

nの舵;ri141W (心1iI~!よ北米の十l・池内に J.'J!.ti'(されている )

がbil位;itでili存していた。そのtJ3跡;1じ点の村:地内で!i

内谷は不 l リ l だが、 JI~ I)456}~( 16 ， 8111 )、 iij，lじ38尺(11.4 

111 ) 以 |二の土c.wみ J，~Jíi を持つ雄物紛:を、また 、そのE百

万の州地でIWH交をイIする1'I似み)J.. i!li雄物跡の外郭の一

昔ISをそれぞれ鰍認した.ニのこと から、本寺院湖;は南

北小判線上に主にtfE、舵イ{雄物跡を、その~I昔jの東西

に1(.紛み、イ ift'iみ J，~仰を持つ雄物を配した伽藍配経で

ある 'J~;/)叩JlVl した.なお、:JU二iti物 1:1大半が瓦てぺ函i文

系桜チ1・16~ぉ ・ Jlttt¥ 8 3長必f作文粁丸瓦、 ill狐文軒平瓦当事、

軒瓦L多〈含まれている.その他に以内で数例しか出

土していない~tH後仏、 i'~mや銅製品、釘があり、は{主

LI以時代以降のili物とみられる.

ζ のように本寺院跡11LI/111.時代の創建とみられるが、

それら雄物跡以外のIi&段、あるいはそれらの規模型事に

ついては今後の調伐にまつ必裂がある.

Oill '1:. 1町教育委u会北川浩)

16.官衝跡か

蒲生町寺 七ツ塚遺跡

おり、このI1zy}Ulの建物r.t と怨~I:l:l釆る.以上のことか

ら、やや一般の集沼跡とは.ililう、 rr術的な機相を示す。

来年度I孟、その前向のtH立で;/It倉を予定して必リ、本

遺跡の性格が師事I切される・J~ を JUI1与する L のである.

{品Il~主町教'I'f~J.i会 ~t川浩)

17. 日野地方の方形周溝墓

日野町内池内池遺跡

当巡跡{ま臼野町内j也'1:rR nに I~斤{t し、 ììli生町fから日

野町に続〈平野織のほぼ入Uにあたリ 、北に小御門古

hI者千:等のjS跡1J(fi: (F，する小結11 門l.í:肢をひかえ、 ~t凶1'i

11" に流れる:1\辺:川によリ形成された mi!1.~JJ;( に{立法する。

;ìlt.I 1l:は昭和5711三度以% は地税制il'J~来・に先立ち lìí[.fJ3， f.![に

引き絞さ実焔し、;t.j'(~(. 11ii h't!よ約4000m'で'10)1から 2月

の約5ヶFl~裂した. ilim.IHI' ~11Ii仙のはは全両に泣

有:し、弥生II，~代から flE1t時代にわたる政介itI跡である。

対象地域の'1';.とrHよリに }jIf~ 1M i，'lt h~が、附織をJ去する

ように 5)，巳検:Hされた。胤悦!i-jU4 111から 701であ

る。間}船主i.leいらので30cm、i来いむので I111で、は'1'

会開をめぐるが-00所に|没償却をむつ Lのがある.主

体部はいずれむ削3f-のためli1't.ltきれなか った。周ill;内

は2-4府の州t1こがあリ、紋下桝より弥生時代中JUl後

半の笈・形土?~が:ll-1:している.おi立跡で大半をおめる

のが、占的時代後JUlの駿火{l:'，'i~帯で汁 16t抑縫認された .

形態l;t隅jL}j形で、 -jll3 mljiHをがほとんどで大きい

むのでL4m余りである.すべての!.tJ;，;・跡tこはカマド

の地設があった Lのと思われるが、 I'jll平が二校しいため

路訟できたのはII純であった.また、 4このq'[の魁外カ

マド t-(r.uiHJ!，'llされている。'校穴住'，'ii事にまえいて多

いのは孤立.tt他物で、 lllllX 21l1lめらめから 2問X4

問の LのまでIOt点餓泌された。この中には 、2nlJx 2 

tfllから 3Ifll X 31mのfi"1oIlと忠われる総れill物が4tl1!含

淵l~mげ'，Ii 'I~IIIT 約二 iifr.(l:する七ツ以前身'U::fil止 、長谷野 まれる。時JYlli、H:火l付よりけ.¥-1二したm必昔日出より奈良

丘陵と鋭IIIII'.I凌とにはさまれた絞・4キJ正被のjJJi捕に近い |時代である .この1I.1JUlのJ.:峨 Ht:1I1され、 材申"椀が1

1殺'fI1[tむにある後Wl，'iJj'(で、 JrUi:，:':j 2 m f立の古前が数総 点111ゴ二している 0 ・11.'b_'1I判により 11H'I"時代にかけてのこじ

JJ~-(干し ている。 挑む検出されて必 ')， 1:自li日誌などの 1'.総計百りとも。って

今闘この前Jj'WIニ 1~'\T.指した J也で品川1・は幼!'，H，üzy;. ~震が いる.以 l二、 |付池遺跡の慨必を.i&べたが、 1;'f3Jrd hY/.裟

行われる事とな う たため、 'J'; ，iíjに発t~li調査を行った。I;t. I:J ~!JfIlT で(1(1;認さ Ü/，ニ 1，，( ，'T の j~械で、|付 池m湖、が所夜

結来、本市Jj'W'Fに附するi立榊 ・泣物iま何ら検出されな するこの付近一都?の・II.5!1'1協が、1:1!l'f町では比較的-'Y-く

かったが、袋良時代から平安時代のil!"ti'liヵe検出されん から聞け 〆 ー十右..._，..惜静静幅四重思想

そのi位機l;t東から北内に白然iJl[水絡が流れ、その右持 ていたニ

で2問X5 r:日の市北~.I!に、西 . ~t而に庇をもっ鋸立柱 とが推定

建物跡 (S801 )・その北に 21l1lx2聞の総柱建物( される.

S802 )・そのー鮮の下流で2r.IlX 3間の東西線(S (日野町

803)と2問x211日(S804)の総牧縫物跡等が検出 教管委只

された.S8011;t、任問寸法、 2，lO-2.30m、機方70 会 臼水

- lOOcmと級以が大きい.また 、別辺には、奈良時代 IP久男)

中 lUlから ;'Il. 'tèII.~I~初JUJにかけてのi遺物が多く出土して 内池遺跡

- 4ー


